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目的と内容
目　的　食材を地域資源と見て、それを上手に活用した
ユニークなワークショップを考える。それによって、
資源を新たな目で見る柔軟な着想とセンスを養う。

内　容　

３～４人のグループに分かれる。

自分の職場や地域でありそうなワークショップを２つ
考える。

食材リストを提示するので、そこから１つ食材を選ぶ。

その食材を上手に活用したユニークなワークショップ
を１つ考える。

グループごとの成果を発表して、お互いに批評する。

全員が投票して一番よかったグループを決める。


